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林業普及指導事業実績検討会

西部総合事務所日野振興センター

普及担当 林業改良指導員 前野

課題名：路網を中心とした集約化施業の推進に
ついて（日南町）

日南町の林業

県内の素材生産４０％

日南町
91,400m3その他

市町村
139,900m3

全域で森林経営計画策定

高性能林業機械の導入
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日南町の間伐実施状況（H19～26）

全体 ３割 実施

残り ７割 未実施

30%36%

40%
31% 41%

35%

赤字は間伐実施率
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日南町の林業の問題

実態はどうなのか？

間伐対象森林は７割もあるのに・・・
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間伐実績と路網の関係（施業の見える化）
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間伐可能を予測してみると・・・

43%51%

57%

44%
59%

50%

赤字は推測間
伐可能地に対
する実施率

×急峻地

×不在村所有者

×奥地
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町・森林組合・県との対策会議(H27.2.5)

○検討課題
・相互の連携
・間伐の問題
・今後の林業、木材産業

①町、森林組合、県の連携
・幹線路網対策ＰＴの設立

②間伐だけでは限界
・皆伐、再造林などの検討
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普及課題

背景 ・小規模散在的に施業実施されている。

・間伐材の搬出は車両により行われている。

課題 路網空白地帯の解消

・路網空白地帯があり施業が進んでい
ない地域がある。

普及計画

計画内容 到達目標 手段

路網空白地帯
解消（路網の
構築）の支援

・林業専用道
中石見地区（中大倉
２路線）開通

・計画説明
・現地踏査
・ルート修正

・林道専用道４路線
・幹線（林道）の計画

○幹線路網対策ＰＴ
・現状確認、共有化
・集約化団地絞り込み
・路線計画検討
・現地踏査
・ルート修正

計画路線 L=3,200m
利用区域人工林 57ha

中石見地区路線計画

計画路線 L=5,100m
利用区域人工林 106ha
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地元説明・現地踏査・ルート修正

境界確認地元関係者との現地踏査

地形確認 森林状況確認

中石見地区事業実施・計画状況

中大倉６号線 L=810m
間伐計画（H28～29）10ha

２ヶ年 L=2,000m
間伐計画（H30～32） 61.5ha

中大倉５号線 L=1,060m
間伐計画（H28～29）15ha
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急峻地域での路線検討
第１回（８／２６）

幹線路網対策ＰＴ
急峻地域での路線検討
第２回（１０／２）

現地踏査 第３回（１１／６）

集約化団地の絞込

集約化団地の絞り込み（地形急峻地域）
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架線集材を視野に入れた路線検討

A社地内 L=2,300m
平均勾配10％

地滑り跡

造林公社地内
L=900m 平均勾配3％
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路線計画（対象森林）
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普及成果

普及計画 活動実績 評
価計画内容 到達目標 実績内容 達成状況

路網空白地帯
解消の支援

・中石見地区
（中大倉２路
線）開通

・関係者等説明

・現地踏査（境界、林況、
地形）
・ルート修正

・２路線開通

B

幹線路網対策
ＰＴ

・林道専用道
４路線

・幹線（林道）
の計画

○３回実施
・現状森林施業確認
・集約化団地絞り込み
・路線検討
・現地踏査（林況・地形）
・ルート修正

・林業専用道
４路線計画
３路線予算化中 B

※Ａ：当初目標が十分に達成できた。Ｂ：目標ほぼ達成、Ｃ：目標達成不十分の3段階評価
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普及対象の変化

①路線開設の動き

・中石見地区の路線提案を事業化する中で、地元要望がわき上
がり、独自に路線計画が実行された。

・森林組合、町が積極的に関与し幹線路網対策ＰＴが組織された。

・森林組合が独自に林業専用道２路線計画した。（H26 １路線）

②集約化の動き

・計画的な施業が必要と認識され、森林組合に集中化室が設置さ
れた。

・集落毎に集約化団地を形成する方向に向かっている。

・森林組合が自社所有データを使って、森林GISシステム構築を検
討し、県に支援要請した。（間伐履歴、旧施業計画団地図面利用）

来年度に向けた取り組み

項目 取組内容

幹線路網対策ＰＴ

○萩原地区
・関係者等説明
・現地踏査（造林公社連携）、ルート修正

○矢戸地区（急峻地形）
・路線計画
・集材方法検討（架線系）
・現地踏査、ルート修正

○中石見地区（継続）
・現地踏査、ルート修正


